鹿島市訓令甲第４７号

鹿島市自主防災組織に関する助成金及び補助金交付要綱
（目的）
第１条　この要綱は、自主防災組織を新たに設置し、又は設置している場合に自主防災組織設置助成金（以下「助成金」という。）並びに自主防災組織の組織育成活動及び防災資機材装備に要する費用の一部について自主防災組織活動補助金（以下「補助金」という。）を予算の範囲内において交付することにより、自主防災組織の設置促進及び活動を支援し、もって地震その他の災害による被害の防止及び軽減を図ることを目的とする。
（定義）

第２条　この要綱において「自主防災組織」とは、地震、風水害、火災その他の災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、住民が連帯協同して被害を防止し、若しくは軽減し、又は災害を予防するため自主的に設置する防災組織をいう。

（助成金）
第３条　自主防災組織に交付する助成金の金額は、別表第１のとおりとする。ただし、自主防災組織の設置に関し他助成金の交付を受けた場合は、交付しない。
（助成金の申請）

第４条　助成金の交付を受けようとする自主防災組織の代表者（次条及び第６条において「助成金申請者」という。）は、組織規約、役員名簿、事業計画、その他市長が必要と認める書類を添付し、鹿島市自主防災組織設置助成金交付申請書（様式第１号）により市長に申請するものとする。
（助成金の交付決定）

第５条　市長は、前条の申請書を受理した場合、その内容を審査し適当と認めたときは、鹿島市自主防災組織設置助成金交付決定通知書（様式第２号）により助成金申請者に通知するものとする。
（助成金の交付）

第６条　助成金申請者は、前条の助成金の交付決定を受けた場合、鹿島市自主防災組織設置助成金交付請求書（様式第３号）により助成金を市長に請求するものとする。

（補助金の交付対象）

第７条　補助金の交付対象となる自主防災組織が行う組織育成活動及び防災資機材装備（以下「活動等」という。）は、次のとおりとする。ただし、活動等に関し他補助金の交付を受けた場合は、補助の対象としない。
⑴　組織育成活動
ア　防災リーダーの育成
イ　防災に関する知識習得及び啓発活動

ウ　防火・防災訓練（図上訓練を含む。）

エ　その他市長が防災活動と認める活動

⑵　別表第２に掲げる防災資機材装備品の購入及びその設置に係る費用
　（補助率及び限度額）
第８条　補助金の補助率及び限度額は、次のとおりとする。

	活動等区分
	補助率
	限度額

	組織育成活動
	３分の２以内
	合計２０万円

	防災資機材装備
	３分の２以内
	


（補助金交付の申請）

第９条　補助金の交付を受けようとする自主防災組織の代表者（次条において「補助金申請者」という。）は、次に掲げる書類を添付し、鹿島市自主防災組織活動補助金交付申請書（様式第４号）により市長に申請するものとする。
⑴　組織育成活動

ア　年次活動計画書
イ　具体的な活動の計画書
ウ　その他市長が必要と認めるもの
⑵　防災資機材装備

ア　資機材のカタログの写し
イ　資機材の価格及びその設置に係る費用の見積書の写し
２　補助金交付の申請をできる期限は、組織育成活動については実施する日まで、防災資機材装備については当該資機材を発注する前までとする。

（補助金の交付決定）

第１０条　市長は、第９条の申請書を受理した場合、内容を審査し適当と認めたときは、鹿島市自主防災組織活動補助金交付決定通知書（様式第５号）により補助金申請者に通知するものとする。

（補助金の交付条件）

第１１条　鹿島市補助金交付規則（昭和４７年規則第９号。以下「規則」という。）第６条に規定する補助金の交付決定に付する条件は、次のとおりとする。
⑴　規則及びこの要綱の規定を遵守すること。

⑵　活動等の内容、経費の配分又は計画の変更をする場合においては、市長の承認を受けるべきこと。

⑶　活動等を中止し、又は廃止する場合においては、市長の承認を受けるべきこと。

⑷　活動等が予定の期間内に完了しない場合又は活動等の遂行が困難となった場合においては、速やかに市長に報告してその指示を受けるべきこと。
２　前項第２号に規定する承認を受けようとする場合において、前条の交付決定通知を受けた自主防災組織の代表者（以下「補助金交付決定者」という。）が行うことは、第９条に規定する補助金交付申請の例による。
 (補助金の実績報告)
第１２条　補助金交付決定者は、活動等が完了（前条第１項第３号の規定による中止又は廃止を含む。）したときは、次に掲げる書類を添付し、鹿島市自主防災組織活動補助金実績報告書（様式第６号）により市長に報告するものとする。
⑴　組織育成活動

ア　活動風景写真
イ　活動に要した費用の領収書の写し
ウ　その他活動を実施したことが分かる書類
⑵　防災資機材装備

ア　資機材の装備風景写真
イ　資機材の購入及びその設置に要した費用の領収書の写し

(補助金の額の確定等)

第１３条　市長は、前条の実績報告を受けた場合、書類審査、現地調査その他必要な調査をし、活動等の成果が適当と認めるときは、交付すべき補助金の額を確定し、鹿島市自主防災組織活動補助金額の確定通知書（様式第７号）により補助金交付決定者に通知するものとする。
（補助金の交付）

第１４条　市長は、特に必要と認める場合、補助金を概算払いにより交付できる。

２　補助金交付決定者は、第１０条の補助金交付決定通知を受けた場合又は前条の確定通知書を受けた場合、鹿島市自主防災組織活動補助金交付請求書（様式第８号）により市長に補助金の交付を請求するものとする。
（交付回数）

第１５条　助成金を交付する回数は、１回限りとし、補助金を交付する回数は、年度内において、組織育成活動及び防災資機材装備合わせて補助金の限度額に達するまでは、何度でも交付を行うことができる。
　（返還）

第１６条　市長は、次の各号のいずれかに該当する場合、助成金及び補助金の全部又は一部の返還を命じることができる。
⑴　助成金及び補助金を他の用途に使用したとき。

⑵　提出書類に虚偽の事項を記載する等不正の行為があったとき。
⑶　防災資機材を防災活動以外の目的のために使用したとき。
⑷　防災資機材（減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に規定する耐用年数を経過したものを除く。）を市長の承認を受けないで売却、譲渡その他処分をしたとき。
⑸　規則及びこの要綱の規定に違反したとき。

（補則）
第１７条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。

附　則
この要綱は、公布の日（平成２３年１１月２日）から施行する。
附　則（令和４年訓令甲第１１号）
（施行日）
１　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。
（経過規定）
２　この要綱による改正前の各要綱、規程、要領その他基準等に規定する様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。
附　則

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

別表第１（第３条関係）
	自主防災組織の世帯数
	助成金の金額

	５０世帯以下
	３０，０００円

	５１世帯以上１００世帯以下
	４０，０００円

	１０１世帯以上２５０世帯以下
	５０，０００円

	２５１世帯以上５００世帯以下
	６０，０００円

	５０１世帯以上１，０００世帯以下
	８０，０００円

	１，００１世帯以上
	１００，０００円


別表第２（第７条関係）
	非常用メガホン
	懐中電灯
	備蓄燃料

	ラジオ
	ビニールシート
	ろ過浄水器

	ワイヤレスアンプ
	救急セット
	キャンパス水槽

	ロープ
	担架
	簡易トイレ

	バール
	リヤカー
	テント

	スコップ
	一輪車
	三方横幕

	ジャッキ
	合図灯
	発電機

	のこぎり
	ゴムボート
	投光器

	ハンマー
	消火用ホース
	コードリール

	斧
	管鎗・ノズル
	水中ポンプ

	チェーンソー
	バケツ
	防災用資機材保管庫

	工具セット
	消火用具格納庫
	備蓄食料（別に内規で定める）

	はしご
	炊出し用具
	その他市長が必要と認めたもの


様式第１号（第４条関係）

鹿島市自主防災組織設置助成金交付申請書
鹿島市長　　　　様

年　　月　　日
住　所　　　　　　　　　　　　

自主防災組織名　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　
鹿島市自主防災組織設置助成金を交付くださるよう次のとおり申請します。
助成金申請額　金　　　　　　　　　　　　　円

	組織
	組織名
	

	
	住所
	

	
	電話番号
	　　　　　　　－　　　　　　　－

	
	設立年月日
	年　　月　　日

	
	対象世帯数
	世帯　（　　　年　　月　　日現在）

	
	対象集落名
	

	代表者
	氏名
	

	
	住　所
	

	
	電話番号
	　　　　　　　－　　　　　　　－


※添付書類　組織規約、役員名簿、事業計画など

様式第２号（第５条関係）

鹿島市自主防災組織設置助成金交付決定通知書

鹿　第　　　　　号　　

　　年　　月　　日　　

　　　　　　　様
鹿島市長　　　　　　　　　　
　　　年　　月　　日付をもって申請のあった鹿島市自主防災組織設置助成金について、下記のとおり交付することに決定したので通知します。

記

1　決定金額　　　金　　　　　　　　　　　　　　円
2　交付予定時期

3　条件

⑴　鹿島市自主防災組織に関する助成金及び補助金交付要綱の規定を遵守すること。

⑵　この交付決定に対して不服がある場合における申請の取下げをすることができる期間は、この交付決定通知書受領の日から　　　日以内とする。
様式第３号（第６条関係）

鹿島市自主防災組織設置助成金交付請求書
鹿島市長　　　　様

年　　月　　日
住　所　　　　　　　　　　　　

自主防災組織名　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
　　年　　月　　日付け、　第　　　号で交付決定通知を受けました鹿島市自主防災組織設置助成金について、交付くださるよう次のとおり請求します。
請求金額　　　金　　　　　　　　　　　　　円

決定金額　　　金　　　　　　　　　　　　　円
助成金申請額　金　　　　　　　　　　　　　円

振込先（申請者と同一名義に限る。）

	金融機関名
	銀行

金庫

組合
	支店

支所

	種類
	普通　・　当座
	口座番号
	
	
	
	
	
	
	


様式第４号（第９条関係）
鹿島市自主防災組織活動補助金交付申請書
　　年　　月　　日

　鹿島市長　　　　様
住　所　　　　　　　　　　　　

自主防災組織名　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　年度鹿島市自主防災組織活動補助金の交付を受けたいので、関係書類を添えて下記のとおり申請します。

記
補助金交付申請額　金　　　　　　　　　　　　　円

	補助金を交付申請する活動等の区分（該当するものに○）
	· 組織育成活動
	· 防災資機材装備

	実施予定の活動等の内容（日時、場所、方法、装備品名等）
	
	

	活動等に要する費用
	円
	円

	添付書類
	ア　年次活動計画書
イ　具体的な活動の計画書
ウ　その他市長が必要と認めるもの
	ア　資機材のカタログの写し
イ　資機材の価格及びその設置に係る費用の見積書の写し


様式第５号（第１０条関係）
鹿島市自主防災組織活動補助金交付決定通知書

鹿　第　　　　　号　　

　　年　　月　　日　　

　　　　　　　様
鹿島市長　　　　　　　　　　　　

　　　年　　月　　日付をもって申請のあった　　年度鹿島市自主防災組織活動補助金について、下記のとおり交付することに決定したので通知します。

記

１　補助決定金額　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　円
２　補助金交付予定時期

３　補助金を交付する条件
⑴　規則及び要綱の規定を遵守すること。
⑵　活動等の内容、経費の配分又は計画の変更をする場合においては、市長の承認を受けるべきこと。
⑶　活動等を中止し、又は廃止する場合においては、市長の承認を受けるべきこと。
⑷　活動等が予定の期間内に完了しない場合又は活動等の遂行が困難となった場合においては、速やかに市長に報告してその指示を受けるべきこと。

⑸　この交付決定に対して不服がある場合における申請の取下げをすることができる期間は、この交付決定通知書受領の日から　　　日以内とする。
様式第６号（第１２条関係）
鹿島市自主防災組織活動補助金実績報告書

　　年　　月　　日　　

　鹿島市長　　　　様
住　所　　　　　　　　　　　　

自主防災組織名　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　年　　月　　日付鹿　　　第　　　　号により補助金交付の決定を受けました　　年度鹿島市自主防災組織活動の実績について、下記のとおり報告します。

記

	補助金の交付決定を受け、実施した活動等の区分（該当するものに○）
	· 組織育成活動
	· 防災資機材装備

	実施した活動等の内容（日時、場所、方法、装備品名等）
	
	

	活動等に要した費用
	円
	円

	添付書類
	ア　活動風景写真
イ　活動に要した費用の領収書の写し
ウ　その他活動を実施したことが分かる書類
	ア　資機材の装備風景写真
イ　資機材の購入及びその設置に要した費用の領収書の写し


様式第７号（第１３条関係）
鹿島市自主防災組織活動補助金額の確定通知書
鹿　第　　　号　　
年　　月　　日　　

　　　　　　　様
鹿島市長　　　　　　　　　　　
　　　年　　月　　日付で実績の報告がありました　　年度鹿島市自主防災組織活動補助金について、下記のとおりその額を確定したので通知します。

記

補助金確定額　　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　円
補助金（変更）申請額　　　金　　　　　　　　　　　　　　円
補助金（変更）交付決定額　金　　　　　　　　　　　　　　円

様式第８号（第１４条関係）
鹿島市自主防災組織活動補助金交付請求書

年　　月　　日

　鹿島市長　　　　様
住　所　　　　　　　　　　　　

自主防災組織名　　　　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
　　年　　月　　日付け、　第　　　号で額の確定通知（交付決定通知）を受けました　　年度鹿島市自主防災組織活動補助金について、下記のとおり精算（概算）交付くださるよう請求します。

記

請求金額　　　金　　　　　　　　　　　　　　　円

【計算内訳】

　　　　　　　補助金確定（交付決定）額　金　　　　　　　　　円

　　　　　　　交付済額　　　　　　　　　金　　　　　　　　　円

　　　　　　　今回請求金額　　　　　　　金　　　　　　　　　円

　　　　　　　残額　　　　　　　　　　　金　　　　　　　　　円

※概算払いの際は、（　）内の用語による。

